
課  題
•  PCの運用管理やヘルプデスクに関わるコストと時間を削減
•  エンドユーザーの負担を軽減し、ストレスのない業務環境に改善
•  さまざまな拠点の PCを確実にリモート管理できる体制を確立

ソリューション
•  インテル® Core™ i5 vPro ™ プロセッサー
•  Kaseya* （Kaseya Japan株式会社）

導入効果
•  スタッフ全員の負担が軽減され、本来の業務に専念できる環境を実現
•  リモート管理の導入によって、PCの運用管理を大幅に簡素化
•  PCの管理に必要な地方拠点への出張回数を削減（仙台は従来の 5分の 1）
•  ヘルプデスク業務のための電話回数を従来の 20分の 1に削減

インテル® vPro™ テクノロジー対応 PCと 
高度な運用管理ソリューションによって 
スタッフ全員が本来の業務に専念できる環境を実現

導入事例
インテル® Core™ vPro™ プロセッサー・ファミリー
インテル® vPro™ テクノロジーを活用した総合管理ソリューション

少人数体制による効率的な事業運営を支える最新のクライアント環境

補助犬やそのユーザーを総合的に支
援している盲導犬総合支援センター

一般社団法人 盲導犬総合支援センター（以
下、盲導犬総合支援センター）は、チャリ
ティー・グッズの販売、補助犬普及啓発活動の
支援、補助犬使用者（ユーザー）やボランティ
アに対する支援などを通じて、目や体の不自由
な人への支援と、そのパートナーである補助
犬の育成支援に取り組んでいる団体です。盲
導犬総合支援センターは、2004年 4月に盲
導犬育成支援事業を推進する任意団体（任意
団体 盲導犬支援センター）として設立されまし
たが、支援の輪をさらに広げたいという多くの
人々の思いに応えるため、2009年 11月に一
般社団法人として新たなスタートを切っていま
す。盲導犬の育成と目の不自由な人に対する
リハビリテーションは、公益財団法人 日本盲
導犬協会が手がけていますが、こうした公益的
な活動から外れる事業や日本盲導犬協会その
ものに対する各種支援活動を盲導犬総合支
援センターが担当しています。

盲導犬総合支援センターの拠点は、その多く

が日本盲導犬協会の施設内にあります。日本
盲導犬協会の東京本部には同センターの本
部オフィスも置かれ、通販サイト（盲導犬サポー
トSHOP）を運営するスタッフなども勤務して
います。また、日本盲導犬協会の訓練施設が
ある日本盲導犬総合センター（静岡県富士宮
市）、島根あさひ訓練センター（島根県浜田
市）、仙台訓練センター（宮城県仙台市）、神
奈川訓練センター（神奈川県横浜市）には、直
営のグッズ販売店舗やカフェが併設されてい
ます。さらに、公益財団法人 東日本盲導犬協
会の委託によるグッズ販売店舗（栃木県宇都
宮市）や、社会福祉法人 日本介助犬協会の委
託による通販サイト（介助犬サポートSHOP）
の運営も手がけています。これにより、目の不
自由な人だけでなく、体が不自由な人の支援
にまで活動の幅を広げています。

少人数体制による運営の一環として
PCの運用管理もすべて自前で実施

このように、盲導犬総合支援センターの事業
運営は、日本全国の各拠点に分散しながら
も徹底した少人数体制を心がけています。同

一般社団法人 盲導犬総合支援センター
本社：東京都渋谷区神泉町 21-3-2F

設立：2004年 4月（2009年 11月 法人化）
事業内容：補助犬ユーザーやボランティアに
対する支援事業、補助犬普及啓発活動 

（イベント・講演会）の支援、補助犬育成支援
のためのチャリティー・グッズ販売など

http://www.goguidedogs.jp/

http://www.goguidedogs.jp/


センター 専務理事の森田恭信氏は、少人数
体制にこだわる理由を「私たちは、グッズの販
売などを通じてソーシャルビジネス団体として
利益を生み出し、補助犬ユーザーや補助犬の
育成に携わるスタッフ、そしてその活動を推進
する皆さんをサポートしながら、同時に盲導
犬・介助犬事業そのものも支援しています。そ
のためには、本業の合間を縫って時間を積極
的に生み出し、業務の一環として支援活動を
実践していかなければなりません。だからこ
そ、少人数組織による業務の効率化が不可欠
なのです」と説明しています。

同センターは、業務の効率化を最大限に図る
ため、事務、経理、店舗運営など、さまざまな
業務において ITシステムを活用しています。
2012年 1月時点で各拠点に置かれているク
ライアントPCは、デスクトップ PCが 8台、ノー
トブックPCが 19台の合計 27台（常時稼動
はそのうち 25台）となっています。これらのク
ライアントPCは、同センター 理事の住友亮一
氏が運用管理を担当しています。また、日常的
なバックオフィス業務は、住友氏の指示に基
づいて各拠点のスタッフが現地で逐次対応し
ています。このような作業の 1つが、商品マス
ターの更新です。同センターが取り扱う商品
はすでに4,000アイテム以上にものぼり、その
ラインナップや価格が日々見直されています。
このため、1週間に 1回程度のマスター更新
を必要としています。昼間の時間帯は店舗の
運営で非常に多忙なため、商品マスターの更
新は通常夜間に行われています。

住友氏は、自身が PCの運用管理を担当する
ことになった経緯について「当センターは、最
小限のコストで事業を運営する必要性から、で
きる限り多くの作業を自分たちの手でこなせる
ように努力しています。当然のことながら、専
任の IT管理者を常駐させることもできません

ので、たまたま PCに詳しかった私自身が、一
般業務の合間を縫って PCの運用管理も兼任
しています」と語っています。

クライアントPCの運用管理体制を 
刷新するために 
Kaseya* SaaS版を導入

住友氏は、理事としての業務を優先しなけれ
ばならず、運用管理に十分な時間を割くことが
許されません。このため、できる限り多くの作
業を現地のスタッフに任せるように心がけてい
ます。しかし、どうしても拠点のスタッフだけで
解決できない作業については、住友氏自身が
現地に出向いて対応しなければなりません。こ
の結果、特に首都圏から距離の離れた島根や
仙台といった拠点では、オンサイトでのサポー
ト業務に高額の交通費と多くの時間を必要と
していました。

そして、こうした運用管理体制は、日々の業務
で PCを活用するスタッフたちにも大きな負担
をかけていました。スタッフの多くは、PCの専
門知識を持ち合わせていないため、決まった
作業をマニュアル通りにこなすことはできても、
複雑な操作やトラブル対応には住友氏の力が
どうしても必要になります。これに対し、森田
氏は「スタッフの皆さんに対する PC関連のヘ
ルプデスク業務は、主に電話を通じて行われ
ています。しかし、PCに詳しくないユーザーに
電話口で説明することは非常に困難です。ス
タッフの皆さんには、むしろこのようなことに手
を煩わすのではなく、できる限り生産性の高
い業務に従事してもらいたいと常々考えていま
す」と語っています。

このような経緯から、住友氏にかかる負担がさ
らに増加し、理事としての業務にも影響を及ぼ
すようになってきました。そこで、盲導犬総合

Kaseya*が持つ優れた運用管理能力を
最大限に引き出す
インテル® vPro™ テクノロジー対応 PC

「ハードウェアで 

運用管理機能を強化した 

インテル® vPro™ テクノロジーは、 
各拠点に分散して配置されている 

当センターのクライアントPCを 

確実に管理する上で 

欠かせない存在です」

一般社団法人
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理事
住友 亮一 氏

コンピュータ・ブレインズ 
株式会社
東京支社長
高岡 良充 氏
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クライアント向け自動運用 
管理ソリューション 
「Kaseya*」の概要
http://www.kaseya.jp/

世界 32カ国、1300万台以上のライセン
スを提供している「Kaseya*」は、PCのリ
モート操作、資産管理、デスクトップ・ポリ
シー・マネジメント、データ・バックアップお
よびリストア、電源管理など、システム運
用管理に必要な機能がすべて揃ったクラ
イアント向け自動運用管理ソリューション
です。Kaseya* デスクトップ・ポリシー・
マネジメント（KDPM）機能の最新版は、
インテル ® vPro™ テクノロジーを正式にサ
ポートし、インテル® Core™ vPro™ プロセッ
サー搭載 PCの自動スキャン、電源管理、
BIOS画面を含む高度なリモート操作など
を可能にしています。

主な特長
•  必要な機能がすべて揃ったオールイン
ワン・ソリューションにより、従来のポイン
ト・ソリューションと比べて運用コストの
削減が可能

•  ITオートメーション（自動化）の実現によ
り、運用管理者のオペレーションを軽減

•  ネットワークに依存しない設計により、グ
ローバル対応や多店舗・多地点での対
応が容易

•  インテル® vPro™ テクノロジーとの深い
連携により、インテル® Core™ vPro™ プ
ロセッサー搭載 PCの自動スキャン、電
源管理、高度なリモート操作などを実現

支援センターは、クライアン
トPCの運用管理体制を
大きく見直す決断を下しま
した。早速、システム・イン
テグレーターのコンピュー
タ・ブレインズ株式会社（以
下、コンピュータ・ブレイン
ズ）に相談したところ、最新
のクライアント向け自動運
用管理ソリューションとし
て Kaseya Japan株式会
社が提供する「Kaseya*」
の紹介を受けました。

コンピュータ・ブレインズ 
東京支社長の高岡良充氏
は、盲導犬総合支援センターに Kaseya*を
紹介した背景を「当社は、大阪に本社を置くシ
ステム・インテグレーターですが、2010年に
東京支社を設立するタイミングで、何か今まで
にないものを手がけたいと考えていました。こ
のようなときに運良く出会ったのが、Kaseya*
と盲導犬総合支援センター様でした。ちょう
どクライアントPCの運用管理でお悩みでした
ので、当社がもともとサービス化を計画してい
たKaseya* SaaS版を、盲導犬総合支援セン
ター様にファーストユーザーとして試用してい
ただく流れになりました」と説明しています。

インテル® vPro™ テクノロジーとの 
組み合わせで大きな効果を発揮

Kaseya*は、単体でもさまざまな機能を利用
できますが、インテル® vPro™ テクノロジーと
組み合わせることで、その管理能力をさらに
引き出せます。インテル® Core™ vPro™ プロ
セッサー搭載 PCなら、高度な運用管理を支
えるインテル® アクティブ・マネジメント・テクノ
ロジー 1 によって、リモートから PCの電源制
御を行ったり、OSのデスクトップ画面だけでな
く、BIOS画面さえも操作が可能です。このた
め、盲導犬総合支援センターは、Kaseya*の
導入とあわせて、インテル® Core™ vPro™ プロ
セッサー搭載 PCへの更新も積極的に進めて
います。2012年 1月時点では、リモート管理
の優先度がとりわけ高い POS端末兼用 PCを
インテル® Core™ vPro™ プロセッサー搭載 PC
へと置き換えています。

特に首都圏から離れた拠点では、インテル® 
vPro™ テクノロジーのメリットが存分に生かさ
れています。これらの拠点にインテル® Core™ 

vPro™ プロセッサー搭載 PCを設置したこと
で、住友氏自身がオフィスにあるクライアント
PCや普段携帯しているノートブックPCから、
Kaseya*を通じて多くの管理業務をリモート
で実施できるようになりました。例えば、これま
で現地サポートの割合が多かった仙台の拠
点では、住友氏の出張頻度が従来の 3分の
1に削減され、出張コストと時間の大きな節約
につながっています。

もちろん遠方の拠点だけでなく、首都圏にある
拠点でも大きな導入効果が得られています。
森田氏は、その一例として顧客満足度の向上
を挙げ、「通信販売は、実店舗と違って 24時
間 365日、お客様からの注文をお受けしてい
ます。このため、お客様からの問い合わせも販
売スタッフの勤務時間外にお受けすることがあ
ります。以前、商品の配送トラブルで問い合わ
せがあったときには、住友自身が誰もいないオ
フィスに置かれた PCの電源をリモート操作に
よって投入し、配送情報の確認を行ってお客
様へとすぐにお返事していました。お客様には
たいへん喜んでいただきましたが、このような
迅速な対応はインテル® vPro™ テクノロジーだ
からこそ実現できたことなのです」と笑みを漏
らします。

そして、Kaseya*によるリモート管理は、エンド
ユーザーに対しても大きなメリットをもたらして
います。例えば、これまで各拠点で実施してい
た売上管理や勤務状況に関する入力情報の
チェック・修正作業を住友氏のリモート操作に
置き換えることができ、現地スタッフの負担が
大幅に軽減されました。ヘルプデスク業務の
ための電話回数も従来の 20分の 1程度に
削減され、管理する側（住友氏）も管理される側

Kaseya*の vPro管理画面

ダッシュボードのステータス画面

盲導犬の訓練風景　～盲導犬を支援するのが使命～

http://www.kaseya.jp/
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（現地スタッフ）も精神的なストレスをほとんど
感じないまでに業務環境が改善されました。

ヘルプデスク業務を担当している住友氏は、
「店舗の POS端末に使われている売上管理
プログラムや配送伝票を一括作成するプログ
ラムなどは、私自身が Microsoft* Access*
や Microsoft* Excel*で作成したものです。
だからこそ、現地のスタッフに電話でいろい
ろと指示するよりも、私自身が直接対応して
あげたほうが迅速に問題を解決できます。今
回、Kaseya*によってこのような直接対応の
体制が整いましたが、さらにインテル® Core™ 
vPro™ プロセッサー搭載 PCによって、PCの
電源制御や BIOS画面へのアクセスまで可能
になり、私が直接対応できる作業の幅が大き
く広がりました」と語っています。

インテル® vPro™ テクノロジーへの 
置き換えをさらに進めていく

今後は、クライアントPCを更新するタイミング
で、インテル® Core™ vPro™ プロセッサー搭載
PCへの置き換えをさらに進めていきます。そし
て、全拠点にインテル® Core™ vPro™ プロセッ
サー搭載 PCを配備できた段階で、商品マス
ターの更新作業をセンター側からの一括方式
に切り替えます。これにより、各拠点のスタッ

フに依頼していた更新作業が完全になくなり、
現地スタッフの負担がさらに軽減されます。ま
た、インテル® vPro™ テクノロジーの電源制御
機能とKaseya*のタスク・スケジュール機能
を組み合わせることで、ソフトウェア・アップデー
トやウイルススキャンといった通常メンテナン
スの自動化、さらには資産管理（PCの台数や
ソフトウェア・ライセンスの管理）などへとつな
げていく計画です。

森田氏は、最後に「少人数体制の当センター
では、さまざまな業務を抱えているスタッフが
多く、これらの業務を支えているPCはスタッフ
たちにとって『右腕』のような存在です。だから
こそ、PCの処理能力は仕事の能率を大きく左
右する重要な要素になります。現在、センター
内の PCにはインテル® Core™ vPro™ プロセッ
サー・ファミリーを搭載したものが少しずつ増
えていますが、その優れた処理能力にとても
満足しています。そして、私や住友はさまざま
な拠点に出向かなければならないため、ノート
ブックPCを常に携帯しています。今後は、これ
まで以上に高性能、省電力、低発熱を追求し
た薄型軽量ノートブックPCが登場することを
楽しみにしています。これに運用管理を助けて
くれるインテル® vPro™ テクノロジーがあれば、
まさに鬼に金棒でしょう」と述べ、インテルの今
後に強い期待を寄せています。

インテル® vPro™ テクノロジーに関する詳しい情報は、下記のサイトをご覧ください。
http://www.intel .co. jp/jp/go/vpro/

盲導犬総合支援センターが運営する 
「盲導犬サポートSHOP」 
http://www.gomoudouken.net/

http://www.intel.co.jp/jp/technology/platform-technology/intel-amt/
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http://www.intel.co.jp/jp/go/vpro/
http://www.gomoudouken.net/

